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「情報」と「情報」をつなぎなおす

「情報」と「ひと」をつなぎなおす

「ひと」と「ひと」をつなぐ
「情報」
の改革

「人」
の変革

「場」
の革新

県立長野図書館 三本の柱
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デジタル本

館外

館内

Off site

On site

Book Digital

「情報のカタチ」が変わった

「サービスの場所」が変わった

では、求められる役割は？

県立長野図書館が

めざす方向
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「情報」と「情報」をつなぎなおす

■ 情報のカタチを見直す
・商用データベースの導入／広域利用実現に向けた働きかけ

・収集する情報資源の多様化／プログラムの開発・展開

・収蔵資料への新たな意味づけ

“本”だけではない情報資源の整備と、それに触れる機会・活用するためのプログラムの開発・提供 信濃図書館時代の蔵書や戦時中に検閲を受けた資料を手に取って
見られる部屋 4



「情報」と「ひと」をつなぎなおす

・「ＷｉｋｉｐｅｄｉａＴｏｗｎ」 の開催支援

・探究学習プログラムの開発・展開／学校図書館等との連携

■ 情報を「調べる」力・「創造する」力を育む

■ 情報を「体験する」空間を整える

・みんなが使えるアーカイブをつくる取組み （例：「どこコレ？信州篇」）

・Ｗｉ－Ｆｉ、インターネット環境の整備

・“くらしの実感”を意識した情報の並べ方

信州・学び創造ラボオープニングイベントでは、市立小諸図書館の会場からも
Web中継でワークショップに参加していただいた

（例：夏休み子ども向け企画「図書館王におれはなるっ!!!」実施、能動的に地域を知る「信州学」へのサポート）
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「ひと」と「ひと」をつなぐ

■ 「これからの図書館」のあり方をみんなで考える

■ 「コミュニティ」がうまれる場所としての図書館

多様な属性、視点を持つ人々が集い、対話することで、地域のくらしの中にある

課題やニーズを掘り起こし、解決していける可能性が生まれるのでは？

・県内各地での「これからの図書館フォーラム」の開催

・「信州・学び創造ラボ」の整備（ワークショップを重ねたプロセス）

・活動の核となる企業・団体等との連携
（株式会社バリューブックス、信州大学教育学部、株式会社アソビズム…）
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１階： 「体験・発見」やってみ？！
「児童図書室」

県立長野図書館 フロア案内
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論理的思考力を育む

1. 2. 3. 4. 5.
楽しみながら謎を解く 仲間との出会いと協働触れて感じる

「体験の貸出」
リアルとバーチャル

を行き来する

iPad専用のプログラミングゲ
ームを常設しました。2020年
度から小学校で必修化された
プログラミング教育の片鱗を、
誰でも自由に体験することが
できます。
一人でじっくり考えながら、
またみんなでワイワイ楽しみな
がらブロックを手で組み上げ、
ゲームを通して問題を解く道
すじ（アルゴリズム）を体感し
てみてください。

総合百科事典『ポプラディア』
を使った問題に挑戦してもら
い、解答には職員がコメントを
つけて掲示する双方向型のク
イズです。どの公共図書館で
もできる「主体的・対話的で深
い学び」へのアプローチとして
、子どもたちの自発的な「知り
たい！」を刺激します。
『ポプラディア』の、データベー
ス版も利用できるので、紙とデ
ジタルにおける情報の違いも
見えてきます。

県立長野図書館の目の前に
は自然あふれる若里公園が
あります。
この環境を活かし、子どもた
ちが「知りたい」と「調べる」
の間で「感じる」を体験でき
るように、公園で使える双眼
鏡や運動グッズなど「体験」
を促す道具を用意しました。
五感を駆使して、からだ全体
で“知”を見つけてください。

将棋やオセロなどの定番か
ら、まだあまり知られていない
新しいゲームまで。テーブル
ゲームは、世代や地域を越え
た共通の文化をつくるコミュ
ニケーションツールであり、
想像力を促し、創造力を培う
きっかけでもあります。館内
でご利用いただけますので、
親子や友だち同士、また“は
じめまして”の人とも 対戦し
てみてはいかがでしょうか？

…「ほぼ日アースボール」…「OSMO コーディング」 …百科事典探究クイズ …外遊びグッズ各種 …テーブルゲーム各種

iPadやスマホをかざすと、好
奇心を刺激するコンテンツが
飛び出すビニール製の地球儀
です。
アナログのようでいて、実は最
先端の技術が詰まっているの
で、世界の写真や動画、データ
などに楽しくアクセスできます。
“地球”に触れながら、「もっと
知りたい」のタネがたくさん見
つかる、情報の世界への入口
です。
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２階： 「世界」の再発見
「一般図書室」

県立長野図書館 フロア案内
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ナレッジラボ
２０２０．９

ネーミングライツ
終了 10



3階： 「共知・共創」開かれた学びの場
「信州・学び創造ラボ」

県立長野図書館 フロア案内
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県立長野図書館

Co-learning

ゾーン

ものづくり
ラボ

3Dプリンター、
UVプリンター、
レーザーカッター、
PC、展示棚 等

ワークショップ用
テーブル・椅子、ベンチ
ミーティングブース
マイクロライブラリー
簡易キッチン 等

「共知・共創（共に知り、共に創る）」をコンセプトとした「ラボ」は、人と人がつながり、
共に学びあい、新たな社会的価値が創造されていく場を目指しています。それはまた、多様な人びとの

自由な活動を実現するための運営方法やルールもみんなで考えていくという、これからの図書館や公共

空間のあり方を考えるための実験室でもあります。

信州のこれからの学びの姿を試し、体感できる場所として、ぜひ自由にご活用ください！

学びの成果を
アウトプットする

多様な情報や人がつながり
アイデアを形にしていく

信州情報
探索ゾーン 六角形書架、

展示棚、
平置きタッチパネル
ディスプレイ、
信州白地図、黒板、
ホワイトボード
畳スペース 等

信州の知を集め、
つなぎ、創造する場
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コミュニケーションから
うまれるコミュニティ

2018～
2019
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“図書館サービス” とは何か

なぜ “コミュニティ” が必要か

“みんな” とは誰か三つの
自問自答
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図書館が止まった日のこと。

何ができなく
なりましたか？

何がしたかった
ですか？
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 2020年4月～5月（緊急事態宣言→休館）
 全国の休館率：９２％
 長野県内公共図書館休館率：約70％、相互貸借実施率：50％

 6月（経過観察）
 集合型イベントは極小規模

 7月～8月第2波（経済との両立）
 慎重な対策による集合イベントの実施

 9月～10月の状況（新しい生活様式の定着）
 開館しつつ三密を避ける（席数削減、食事制限、マスク着用）
集合イベントは禁止ではないが慎重さが必要

 特殊状況の長期化⇒ニューノーマル

2020年上半期 ： 社会状況の変化と図書館
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もう、利用者は戻ってきてくれないのではないか

来館してほしい、でも、集まってほしくない

感染リスクが増えてもサービスは縮小できない

収束の形が見えないという災害 不安感
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 図書館運営でもっとも重視したのは

「安心」・「安全」・「安定」

2020年上半期 ： 県立長野図書館の運営指針

 「資料・情報」を届ける
• 郵送貸出サービスのプロモーション
• メールベースでのレファレンス
• 「信州ナレッジスクエア」による学びのコンテンツの提供

 「場」を届ける
• ウェブを活用したコミュニケーションの場

#図書館は動きつづける

 ３つの「安」を前提とした「挑戦」
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広報の
あり方を
見直す

ぜんぶ
これまで
やってたこと
だった
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図書館が動き始めた日のこと。

何から始め
ましたか？

失われたものと
取り戻したものは
何ですか？

やめてみたものと
作り出したものは
何ですか？

どんな思い
でしたか？
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暗中模索

試行錯誤
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朝日新聞デジタル. 「図書館は
動き続ける 宅配で本を貸し出
し、試み広がる」
(2020年5月8日)

https://www.asahi.com/articles/
ASN5833Q9N57UTIL02R.html

再開後……

コロナ対策を行いながらの開館：
不安もありつつ、日常が戻った明
るいニュースとして、多数報道
「来館者名簿」と「プライバシー」
の葛藤についての報道も多数

森いづみ、中村竜生. ウイズコロナ時代の公共図書館を模索する : 県立長野図書館の取り組み(特集 コロナ禍における
図書館の現在) 「図書館雑誌」 114巻9号, 491-494.（2019.8) http://hdl.handle.net/10091/00022332

メディアの反応
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対話と交流のラボ、だから。
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うけとる

とどける

ラボカフェ オンラインの会（Zoom画面）
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グランドルール
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接続環境により、配信が
不安定になることがあります。
あらかじめご承知おきください。
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あつまる

長野県公共図書館長研修
（松川町サテライト会場）

信州・知の連携フォーラム
（塩尻会場から見た長野会場）
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まじわる

ラボ・デザイン会議
⇔遠隔ファシリテーター
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つながる

ひろがる

公共フォーラム#03
（富士見一楽荘 ⇄
サテライト４会場）
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配信元
↓

個人接続

コロナ急性期
集合できない代替措置として
リアルからバーチャルへの転換

４月「公共フォーラム（こっそり
ごっそり）」本番・そのあとに

５月「ラボカフェ オンライン①」
６月「ラボカフェ オンライン②」

▲持続的な図書館活動
“図書館は動き続ける”
▼接続・配信スキルが左右する
特定のターゲットを対象
「来館者のための図書館」

配信元
↓↑
受信会場

コロナ緩和期
「集まる」と「繋がる」を模索
リアルを取り戻す（立ち返る）

７月「ラボ・デザイン会議」
８月「ラボカフェ もりラボ」
９月「ラボカフェ うなずき珈琲」
10月「公共図書館長研修」

▲集まることの良さを再確認
コミュニケーションの可能性
“ウェブの中のパブリック”
▼多くが“参加者”に留まる
関係性および場の固定化

配信元
＝

サテライト

コロナ共存期
主体的選択としてのオンライン
リアルとバーチャルの融合

8月「公共フォーラム（一楽荘）」
９月「信州・知の連携フォーラム」
10月「長野県図書館大会」
10月「Re:Publicの逆襲」

▲双方向のやりとりによる“参
加者”から“場を作る一員”へ
の転換（主体的、能動的）
▼意識共有と継続システム
（モノ・ヒト・コトの整備不足）
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図書館が動き続けていくには

何がやれそう
ですか？

何がしたい
ですか？

誰と？
いつ？

どこで？

どのくらい？

どうやって？
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もう、利用者は戻ってきてくれないのではないか

来館してほしい、でも、集まってほしくない

感染リスクが増えてもサービスは縮小できない

収束の形が見えないという災害 Re:
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まずは“今あるもの” を見定めよう

2020年4月～９月

• 来館者数：7月を除き、前年同月比約2割減（座席数：1/2～1/3）

• 来館貸出：前年同月比で2割減
• ネット予約、相互貸借（近隣の図書館への取り寄せ）は微増

従来型のサービスの限界
元には戻らないという予測

新たな強みを
模索する
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36

できない
ことより
できること

それを
“これから” に
つなげよう



みんなで、やる。 共に目指す、これからの図書館を考える

みんなが、やる。 それぞれの館が、できることを探す

みんなと、やる。 ときどき集まり、思いや悩みを共有する

そして “チーム図書館” をつくろう
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長野県
eLibrary構想
（たたき台）にむけて

「図書館機能の

デジタル化」

「学びの

ネットワーク化」

森いづみ「MLA連携の可能性：『信州 知の連携フォーラム』の実践を中心に」（令和２年度ミュージアム・マネジメント研修 講義資料）
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「学びのネットワーク化」でイメージしていること

・事例：「林業士入門講座」における、県林業総合センター指導部とのコラボレーション
 林業士が地域社会で活動する際に必要な「情報を扱う知識とスキル」を身に
付けるため、データベースの活用方法や、自分の考えを伝えるプレゼンなどを
講座として実施。

 活動に活かしていただくことで、間接的に、地域住民に還元。
 「現場の知」と「図書館に集う人々の知」を図書館がハブになってつなぐ。
 ICTとしてのネットワークと人のネットワークの両方が必要。

【Webで集おう!】
Labo.Cafe#8 もりラボ
（伊那の森とつながる会）
2020.08.22
https://www.facebook.com/

events/2404720013154549/

森いづみ「MLA連携の可能性：『信州 知の連携フォーラム』の実践を中心に」（令和２年度ミュージアム・マネジメント研修 講義資料）
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「知的創造の基盤」としての「信州ナレッジスクエア」

 多様な文化を持つ信州各地に蓄積されてきた情報に、オンラインでアクセスできる
仕組み。「ナレッジスクエア」は知識の広場を意味する。

 日本の分野横断統合ポータルである「ジャパンサーチ」とも連携しており、「信州
のデジタル情報のまとめ役（アグリゲーター）」として、日本に、世界に信州の情報
資産を発信する窓口でもある。

森いづみ「MLA連携の可能性：『信州 知の連携フォーラム』の実践を中心に」（令和２年度ミュージアム・マネジメント研修 講義資料）
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県内広域図書館連絡会

これからの公共図書館研究会

元気づくり支援金事業

公共図書館初任者研修（DVD収録）
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ひろがる

「わたし」
になると
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いつ、いかなるときも、

情報の拠点となるために
機器？
技術？

“緊急時”
だから？

「だけ」じゃない
「も」 ある 動き続ける図書館へ。
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